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新 日 本 婦 人 の 会 目 的

☆核戦争の危険から女性と子どもの生命を

まもります。

☆憲法改悪に反対、軍国主義復活を阻止し

ます。

☆生活の向上、女性の権利、子どものしあわ

せのために力をあわせます。

☆日本の独立と民主主義、女性の解放をか

ちとります。

☆世界の女性と手をつなぎ、永遠の平和を

うちたてます。

新日本婦人の会は国連に認証されたＮＧＯです
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さいとうこうへい 1987年生まれ。大阪市

立大学大学院経済学研究科准教授。ベルリ

ン・フンボルト大学哲学科博士課程終了。

哲学博士。『大洪水の前に―マルクスと惑

星の物質代謝』（堀之内出版）でドイッチャ

ー記念賞を日本人初、史上最年少で受賞。

『未来への大分岐』（集

英社新書。斎藤幸平編）

は「資本主義の終わりか、

人間の終焉か」をテーマ

に３人の世界的な識者と

対談し話題に。５万部８

版を重ねる
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新型コロナウイルスの拡大が世界でも日本でも社会のあり方を大きく揺さぶっていま

す。コロナ禍や気候変動の危機をどう打開するか、新進気鋭の経済思想家としてメディ

アでも注目を集めている大阪市立大学大学院准教授の斎藤幸平さんに聞きました。
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